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真和館真和館真和館真和館のののの利用者利用者利用者利用者サービスサービスサービスサービスについてについてについてについて（（（（そのそのそのその１１１１））））
～「～「～「～「心心心心とととと体体体体」」」」のののの健康健康健康健康をめざしてをめざしてをめざしてをめざして～～～～

 新年 新年 新年 新年あけましておめでとうございますあけましておめでとうございますあけましておめでとうございますあけましておめでとうございます。。。。救護施設真和館救護施設真和館救護施設真和館救護施設真和館のののの運営運営運営運営につきましてはにつきましてはにつきましてはにつきましては、、、、日頃日頃日頃日頃からからからから

格別格別格別格別なごなごなごなご支援支援支援支援ごごごご協力協力協力協力をををを賜賜賜賜りりりり、、、、心心心心からからからから厚厚厚厚くくくく御礼申御礼申御礼申御礼申しししし上上上上げますげますげますげます。。。。

　　　　さてさてさてさて、、、、真和館真和館真和館真和館はははは利用者利用者利用者利用者ののののサービスサービスサービスサービスやややや施設運営施設運営施設運営施設運営についてについてについてについて「「「「３３３３年年年年でででで１１１１人前人前人前人前」」」」というというというというスローガンスローガンスローガンスローガンのののの

もともともともと、、、、職員一同職員一同職員一同職員一同、、、、精一杯取精一杯取精一杯取精一杯取りりりり組組組組んできましたんできましたんできましたんできました。。。。おおおお陰様陰様陰様陰様でようやくでようやくでようやくでようやく、、、、入所者入所者入所者入所者サービスサービスサービスサービスもももも形形形形をををを整整整整ええええ

ることができましたのでることができましたのでることができましたのでることができましたので、、、、今後今後今後今後はさらにはさらにはさらにはさらに、「、「、「、「丁寧丁寧丁寧丁寧でででで、、、、確実確実確実確実なななな質質質質のののの良良良良いいいいサービスサービスサービスサービス」」」」をめざしてをめざしてをめざしてをめざして頑頑頑頑

張張張張ってってってって行行行行きたいときたいときたいときたいと思思思思っていますっていますっていますっています。。。。

　　　　真和館真和館真和館真和館のののの「「「「利用者利用者利用者利用者サービスサービスサービスサービス理念理念理念理念」」」」のののの第一第一第一第一はははは、、、、入所者入所者入所者入所者のみなさんののみなさんののみなさんののみなさんの「「「「心心心心とととと体体体体」」」」のののの健康健康健康健康をををを維持維持維持維持

しししし、、、、楽楽楽楽しいしいしいしい毎日毎日毎日毎日をををを送送送送っていただけるようなっていただけるようなっていただけるようなっていただけるような支援支援支援支援をめざすことですをめざすことですをめざすことですをめざすことです。。。。

　　　　医学医学医学医学がどんどんがどんどんがどんどんがどんどん進歩進歩進歩進歩しししし、、、、最近最近最近最近はははは脳脳脳脳のののの動動動動きをきをきをきを見見見見ることのできるることのできるることのできるることのできる医療機器医療機器医療機器医療機器がががが出現出現出現出現しししし、、、、体体体体をををを動動動動かかかか

すことがすことがすことがすことが、、、、体体体体のののの健康健康健康健康にはにはにはには勿論勿論勿論勿論のことのことのことのこと、、、、心心心心のののの健康健康健康健康にもとてもにもとてもにもとてもにもとても良良良良いことがいことがいことがいことが分分分分かりかりかりかり始始始始めましためましためましためました。。。。真真真真

和館和館和館和館ではではではでは心心心心とととと体体体体はははは一如一如一如一如とととと考考考考ええええ、、、、様様様様々々々々なななな工夫工夫工夫工夫をををを凝凝凝凝らしたらしたらしたらしたメニューメニューメニューメニューをををを組組組組みみみみ立立立立てていますてていますてていますてています。。。。

　　　　心心心心のののの健康健康健康健康のためにはのためにはのためにはのためには、、、、集中力集中力集中力集中力、、、、継続力継続力継続力継続力をををを養養養養ってもらうとってもらうとってもらうとってもらうと共共共共にににに、、、、心心心心のののの安定安定安定安定のためにのためにのためにのために毎日毎日毎日毎日ペンペンペンペン

習字習字習字習字（（（（瞑想瞑想瞑想瞑想やややや座禅座禅座禅座禅のようなのようなのようなのような効果効果効果効果にににに繋繋繋繋がるようですがるようですがるようですがるようです))))をしてもらっていますをしてもらっていますをしてもらっていますをしてもらっています。「。「。「。「日本習字真和館日本習字真和館日本習字真和館日本習字真和館

支部支部支部支部」」」」としてとしてとしてとして会員会員会員会員もももも着実着実着実着実にににに増増増増ええええ、、、、現在現在現在現在ではではではでは入所者入所者入所者入所者のののの半分近半分近半分近半分近くのくのくのくの人人人人がががが、、、、級級級級がががが上上上上がるのをがるのをがるのをがるのを楽楽楽楽しししし

みにみにみにみに熱心熱心熱心熱心にににに取取取取りりりり組組組組んでおられますんでおられますんでおられますんでおられます。。。。

　　　　またまたまたまた、、、、毎週毎週毎週毎週１１１１回心回心回心回心のののの糧糧糧糧になるになるになるになる本本本本をををを読読読読みみみみ聞聞聞聞かせるかせるかせるかせる「「「「心心心心みがきみがきみがきみがき読書会読書会読書会読書会」」」」をををを開催開催開催開催していますしていますしていますしています。。。。１０１０１０１０

名程度名程度名程度名程度のののの人人人人がががが参加参加参加参加されされされされ、、、、心心心心のののの安定安定安定安定にににに大大大大きくきくきくきく寄与寄与寄与寄与していますしていますしていますしています。。。。

　　　　さらにさらにさらにさらに、、、、外部外部外部外部からのからのからのからの講師講師講師講師をおをおをおをお招招招招きしきしきしきし、、、、心心心心のののの持持持持ちちちち方方方方をををを学学学学んでいただくためにんでいただくためにんでいただくためにんでいただくために「「「「心心心心みがきみがきみがきみがき講演講演講演講演

会会会会」」」」もももも開催開催開催開催していますしていますしていますしています。。。。このこのこのこの講演講演講演講演はははは年年年年４４４４回回回回ののののペースペースペースペースでででで実施実施実施実施しておりしておりしておりしており、、、、現在現在現在現在ではではではでは健康問題健康問題健康問題健康問題ややややアアアア

ルコールルコールルコールルコール、、、、喫煙喫煙喫煙喫煙へとへとへとへとテーマテーマテーマテーマもももも広広広広がっていますがっていますがっていますがっています。。。。

　　　　一方一方一方一方、、、、心身心身心身心身のののの健康健康健康健康のためにはのためにはのためにはのためには体体体体をををを動動動動かすことがとてもかすことがとてもかすことがとてもかすことがとても大事大事大事大事だといわれていますだといわれていますだといわれていますだといわれています。。。。そこでそこでそこでそこで、、、、

毎朝毎朝毎朝毎朝ののののラジオラジオラジオラジオ体操体操体操体操やややや健康体操健康体操健康体操健康体操のののの自彊術自彊術自彊術自彊術、、、、周辺周辺周辺周辺のののの散歩散歩散歩散歩、、、、雨雨雨雨のののの日日日日でもできるでもできるでもできるでもできるパークドームパークドームパークドームパークドームでのでのでのでの

歩歩歩歩こうこうこうこう会会会会、ＤＭ（、ＤＭ（、ＤＭ（、ＤＭ（糖尿糖尿糖尿糖尿））））ウォーキングウォーキングウォーキングウォーキング、、、、阿蘇阿蘇阿蘇阿蘇やややや立田山立田山立田山立田山のののの山歩山歩山歩山歩きききき、、、、一坪農園一坪農園一坪農園一坪農園、、、、生活生活生活生活リズムリズムリズムリズム創創創創りりりり運運運運

動動動動、、、、全全全全てのてのてのての人人人人がそのがそのがそのがその人人人人のののの体力体力体力体力にににに応応応応じたじたじたじた運動運動運動運動ができるようなができるようなができるようなができるような体制作体制作体制作体制作りをしていますりをしていますりをしていますりをしています。。。。

　　　　なおなおなおなお、、、、このこのこのこの３３３３年間年間年間年間でででで介護介護介護介護のののの形形形形はははは一応一応一応一応できあがりましたのでできあがりましたのでできあがりましたのでできあがりましたので、、、、平成平成平成平成２１２１２１２１年度年度年度年度はははは介護介護介護介護のののの質質質質をををを上上上上

げるためにげるためにげるためにげるために、、、、施設内施設内施設内施設内にににに「「「「利用者利用者利用者利用者サービスサービスサービスサービス質向上委員会質向上委員会質向上委員会質向上委員会」」」」をををを立立立立ちちちち上上上上げたいとげたいとげたいとげたいと思思思思っていますっていますっていますっています。。。。

　　　　入者者入者者入者者入者者のみなさんののみなさんののみなさんののみなさんの真和館真和館真和館真和館でのでのでのでの生活生活生活生活がががが、、、、本当本当本当本当にににに楽楽楽楽しくしくしくしく、、、、良良良良いいいい人生人生人生人生だとだとだとだと思思思思っていただけるよっていただけるよっていただけるよっていただけるよ

うううう職員一同真心職員一同真心職員一同真心職員一同真心とととと和和和和のののの精神精神精神精神でででで「「「「質質質質のののの良良良良いいいい利用者利用者利用者利用者サービスサービスサービスサービス」」」」になるようになるようになるようになるよう、、、、精一杯頑張精一杯頑張精一杯頑張精一杯頑張ってってってって参参参参りりりり

ますますますます。。。。みなさんのみなさんのみなさんのみなさんの変変変変わらぬごわらぬごわらぬごわらぬご支援支援支援支援、、、、ごごごご協力協力協力協力をおをおをおをお願願願願いいいい申申申申しししし上上上上げげげげ新年新年新年新年のののの御挨拶御挨拶御挨拶御挨拶といたしますといたしますといたしますといたします。。。。

施設長施設長施設長施設長　　　　藤本藤本藤本藤本
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宮崎 九州外 合計 長崎・鹿児島・沖縄熊本 福岡 佐賀 大分
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出身地の状況 H20.4.1現在　　　　（人）
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真和館入所者　入所前生活場所　　

地域 他施設 精神病院 他の病院 その他 合計

真　和　館　基　本　理　念

＜基本理念＞
1　入所者に安心した生活をしていただくため、真心と和の精神
で質の良いサービスを供給し続けます。そのために職員の人間性
の向上や能力開発に取り組むと共に時代の要請に応じた事業を展
開して行きます。

2　入所者の人権を尊重し、入所者や社会から信用される公明で
公正な開かれた施設をめざします。

3　働く職員にとって働き安い、夢のある職場づくりをめざしま
す。

真和館　ＱＣ　活動

　真和館ではＱＣ活動に取り組んでおります。ＱＣとは、Quality Control （クォリティ・コントロー
ル）の略です。
　内容としては、主に製造業において現場の職員が小規模なグループ（サークル）をつくり、製品の品質
向上や業務効率の改善活動を行うことが多いようですが、そのような活動をグループで行うことにより、
仕事に対する改善意識や向上心、「気付き、考え、行動する」という社会人としての能力開発と人間形成
にも繋がるとされています。
　最近は、医療や福祉の現場でも導入が進み、真和館でも、１９年度１１月～３月で第１期活動を行い、
現在２０年度は１０月～３月までの計画で第２期活動に取り組んでいます。
　今回は介護職で２サークル、事務職で１サークル、調理員で１サークルを立ち上げ、「服薬管理」「共
通した支援（排泄）」「入退所時の手続き効率化」「残食量の削減」等のテーマを各サークルで決め、活
動を行っております。
　まだまだ２回目ということもあり、講師の先生をお招きして勉強会を行うなど、わからない事にぶつか
りながらの活動ですが、少しでも自分たちの活動が入所者や職場みんなの役に立つことを願っておりま
す。
　なお、真和館は日科連（日本科学技術連盟）の「QCサークル中部九州地区」に加盟しており、地区幹事
会社のブリヂストン久留米工場や本田技研工業熊本製作所を含む約３０社の会社から教えを受けたり、情
報をいただいたりしております。
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真和館　クラブ紹介

　せっかく与えられた人生です。こころ豊かに人生を楽
しむことが大事だと思います。そのためには、どのよう
な気持ちで生きるべきか読書会をつくり、毎週木曜日の
１０時３０分から１１時３０分の１時間、会員１０名の
方に「先賢の書」や「心の糧」になる本を読み聞かせる
場にしています。
　ちなみに、これまで取り上げてきた主な本は、次のよ
うなものになっています。

　坂村真民一日一言　　　　 　　　坂村真民著
　念に生きる　　　　　　　　　 　坂村真民著
　ブツダの言葉百言百話　  　　 　北川八郎著
　心にある力　　　　　　　　　 　北川八郎著
　繁栄の法則　　　　　　　　　 　北川八郎著
　対人苦からの解放　　　　　 　　北川八郎著
　菜根譚　　　　　　　　　　　 　洪　自誠著
　愛深き淵より　　　　　　　　 　星野富弘著
　ＮＨＫラジオ深夜便こころの時代
aaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaa（第１号～第９号まで）

　

　現在、毎週金曜日に十数名の方が参加されるパー
クドームウォーキングを行っています。
　この活動は、入所者の皆さんの健康の増進と、精
神の安定を図ることを目的としてスタートしまし
た。初めの頃はパークドーム以外に野外の広場など
へも行っていましたが、今は雨や強い陽ざしの日で
も安心してウォーキングができるパークドームへ基
本的に行っています。
　ずーっと歩き続ける人やほとんど休憩される人な
ど様々ですが、それがいいのです。今後も皆さんが
気軽に参加出来るような楽しいウォーキングを行っ
て行きたいと思います。

心みがき講演会

　

　熊本大学大学院　医学薬学研究部　公衆衛生医療科学分野准教授　大森　久光先生をお招きし、先生が

ライフワークにされているタバコの害についてお話をいただきました。

　昨今、タバコの値上げやタバコの害について、種々マスコミ報道がなされています。講演では喫煙者は

もちろん周囲への「副流煙」の健康影響についてのお話もあり、危機感を感じた方もおられ、現在、数名

の入所者と職員で「タバコ」の喫煙量を減らしたり禁煙に取り組むようになりました。

　禁煙トライ中の某職員は、「タバコを吸う夢を見ることはあるが、今までどうしてあんなに喫煙に縛ら

れた行動をしていたのがわからない。」「催眠術から覚めたようだ」と嬉々と語っておられました。

　　　　

　現代は、沢山の人々が迷いや不安を抱え、生きる意味や人生の宿題が解らないまま苦しんでいます。北川八郎
先生は、全国を講演で飛び回り、人々の心の安定のために活躍されております。大変お忙しい中、真和館でも毎
年講演をいただいています。
今回の北川先生のお話は平和に生きるということでした。
　１、怒らないこと・イライラしないこと
　　　　　怒りは体を壊し、対人関係を壊し、生活や仕事もダメにする

　２、人を嫌わないこと
　　　　　一日一日許す練習をし、怒りの代わりに、親切と優しさと光を送る

　３、失敗は、試練ではなく学びである
　　　　私達は、学ぶチャンス・立ち直るチャンスを与えていただいている。

　最後に、「残りの人生を良い方向に向けてみようと思うこと、人生はいくらでもやり直しが効く」と真和館の
入所者、職員に温かいエールを送っていただきました。

（心みがき読書会） （歩こう会）

（北川先生　講演の様子）
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断酒の取組み

外部監査

　　　　　　　　アルアルアルアル中中中中さんのさんのさんのさんの失敗失敗失敗失敗とととと回復回復回復回復

　　　　　　期日　平成２０年１１月１４日
　　　　　　講師　松永哲夫　先生（益城病院医師）
 
　堅苦しくないようにとの配慮から演題も「アル中さん」と
されたように、とても明るい雰囲気の講演会でした。
熊本県断酒友の会阿蘇支部長の迫　幹雄先生にもご自分の体
験談を話していただき、入所者のみなさんも共感される部分
も多いのか、頷きながらとても真剣に話を聞き積極的に質問
をされていました。
 
　下記のチェックは、公演の中で先生よりお話があったもの
です。参考までにご確認ください。
  ＜アルコール依存症度チェック＞
    １、最後の１杯にするはずがついつい次も飲んでしまう
    ２、昼間でもかまわずに飲んでしまう
    ３、飲まないと胸がモヤモヤし、飲むとスッキリとする。
    ４、初めは１～２合だったものが、量が増えていっている
    ５、趣味や楽しみがなくなってきて、暇になると酒を飲む
    ６、肝臓や家族に酒の害が出ていても飲んでしまう。
　

　日本では上記６項目全てに該当しなければアルコール依存
症とは診断されないそうですが、アメリカでは６項目の内３
項目に該当するとアルコール依存症と診断されるそうです。
あなた自身にも覚えはありませんか。

　　　　　　　断 酒 断 酒 断 酒 断 酒 の の の の 誓 誓 誓 誓 いいいい

一、私たちは、酒に対して無力であり、自分
ひとりの力だけではどうにもならなかったこ
とを認めます。

一、私たちは、断酒会に出席し、自分を素直
に語ります。

一、私たちは、酒害体験を掘り起こし、過去
の過ちを素直に認めます。

一、私たちは、自分を改革する努力をし、新
しい人生を創ります。

一、私たちは、家族はもとより、迷惑をかけ
た人たちに償います。

一、私たちは、断酒の喜びを、酒害に悩む人
たちに伝えます。

（講演会の様子）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　独立監査人の監査報告書
　

                                                                                平成２０年８月２９日
　　　　社会福祉法人　致知会
　　　　理事会　奥村　重雄　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　プライム監査法人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表社員　公認会計士　松高　泉

　私は、社会福祉法人致知会の平成１９会計年度（平成１９年４月１日から平成２０年３月３１日まで）の計算書
類、すなわち、資金収支計算書（資金収支決算内訳表を含む。）、事業活動収支計算書（事業活動収支内訳表を含

む。）、貸借対照表及び財産目録について監査を行った。この計算書類の作成責任は理事者にあり、私の責任は独

立の立場から計算書類に対する意見を表明することにある。

　私は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、私に計

算書類に重要な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。監査は試査を基礎として行わ

れ、理事者が採用した会計方針及びその適用方法並びに理事者によって行われた見積もりの評価も含め全体として

の計算書類の表示を検討することを含んでいる。私は、監査の結果として意見表明のための合理的な基礎を得たと

判断している。

　私は、上記の計算書類が、我が国において一般に公正妥当を認められる社会福祉法人会計の基準に準拠して、社

会福祉法人致知会の平成１９会計年度の収支および事業活動の状況並びに同会計年度末日現在の財政状態を全て重

要な点において適正に表示しているものと認める。

　社会福祉法人致知会と私との間にには、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以上

社会福祉法人致知会並びに救護施設真和館の外部監査を実施し、下記の報告をいただきました。
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　９月の上旬に一泊旅行・阿蘇日帰り・芝居見学の３コースに分かれ、入所者３７名が参加された。
・Aコース：
　　　　ミルクロード（大観峰）→手野の名水～古代の里キャンプ村（一の宮温泉センター）
　　　→四季彩いちのみや（昼食）　→風の丘（大野勝彦美術館）
・Bコース：
　　　　阿蘇ファームランド　→　風の丘（大野勝彦美術館）　→　大観峰
・Cコース：
　　　　芝居見学（片岡演劇道場）

　大観峰では、阿蘇の大自然の雄大さに感動し、風の丘　大野勝彦美術館では、大野勝彦先生の講話に聞
き入りました。大野先生からは事故で両腕を切断し、始めて人のやさしさや人としてどう生きるかを話し
ていただきました。
　また、絵を描く様子も見せていただき、素早い描きぶりに皆さん感動して眺めておられました。
　中には、花より団子で、食事を楽しまれお腹一杯になったと笑顔で話される方もいて、それぞれに楽し
まれた旅行でした。
　さらに、芝居好きな方は芝居見学に行き、芝居の中の主人公になりきり涙を流し笑いこけ楽しい一日を
過ごされました。

　１０月１７日、真和館スポーツ大会が行われました。今回で４回目の大会とあって、参加される皆さんは

腕に覚えのある方が勢ぞろい。みなさん「今回こそは優勝！」と何日も前から練習を重ねておられました。

　練習の成果が実り優秀な成績をおさめた方、実力が発揮できず残念な結果となったか方、いろいろな方が

自分なりにスポーツ大会を楽しまれ、楽しい１日を過ごされたようです。

　当日は、秋晴れのスポーツ日和となり、澄み切った青空に、皆さんの気合の入った声と、応援の声がこだ

ましていました。

　また、参加できなかった方も、大会後のバーベキューに参加し、味覚の秋を楽しまれていました。

（キャンプ宿舎　コテージ） （大観峰記念撮影） （手野のスギ）

（グランドゴルフ） （ペタンク） （バーベキュー）



2009年（平成21年）1月1日発行　　　　　　　　　　風　　　　の　　　　彩　　　　り　　　
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　だいぶ寒くなってきました。
体調管理は万全ですか？
　インフルエンザが流行する時
期でもありますので、日頃から
手洗い、うがいを習慣化するよ
うにしましょう。
　寒気がしたらすぐ体に優しい
漢方薬の葛根湯をもらいに来て
ください。

＜編集責任・広報委員＞
江崎・冨永・平畑・田浦・長坂

編　集　後　記

お誕生者の案内

医
務
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

　発行：社会福祉法人　致知会

　　　　　　　救護施設救護施設救護施設救護施設　　　　真和館真和館真和館真和館
〒861-2401　熊本県阿蘇郡西原村鳥子3072番地
TEL:（096）279-1121　FAX:（096）279-1122
E-mail:shinwakan@utopia.ocn.ne.jp
HP:http://www2.ocn.ne.jp/~titikai/index.html

　テコです。職員の
飼い犬ですが、ほと
んど毎日真和館で生
活しています。
　阿蘇の山はとても
寒いのですが、入所
者の皆さんの散歩の
お供で元気に飛び
回っています。

か
ら
い
も
便
り

～真和館名物～

『サツマイモのポタージュ』
材料：（１人当たり）
　・サツマイモ　　　５０ｇ　　　・たまねぎ　　　　１５ｇ
　・バター　　　　　　　１ｇ　　　・牛乳　　　　　　１００ｃｃ
　・コンソメ　　　　　　１ｇ　　　・塩　　　　　　　　　少々
　・パプリカまたはパセリ（飾り用）

作り方：
　①鍋にバターを入れ、たまねぎを炒め、しんなりしたらサツマイ
モを加える。
　②水をひたひたに入れ、サツマイモが煮えるまで火を通す。
　③ゆで汁と具を分け、具はゆで汁を少し加えミキサーにかける。
　④鍋にうつし、牛乳を加え火にかける。
　⑤とろみが出たら、コンソメと塩で味を調える。
　⑥パプリカまたはパセリを飾る

一言：
　今回は西原村の特産品でありますサツマイモを使用したレシピ
を紹介します。手軽に作ることができ、当施設でも「美味しい」と好
評の一品です。
　是非、お試し下さい。

体調管理は大丈夫ですか？

　新年あけましておめでとうございま
す。
今回で２回目の発行となりました真和
館広報誌「風の彩り」です。まだまだ
不慣れな点も多く、なんとか無事に発
行を迎えることができ、ホッとしており
ます。
　少しでも楽しく読んでいただき、真和
館での活動を知ってもらえれば幸い
に思います。
　お気付きの点がありましたらご指導
をお願いします。
　

２日 田尻さん １７日 竹下さん

３日 村中さん ２０日 園田（慶）さん

５日 島田さん ２１日 立花さん

6日 小石川さん 25日 宮崎さん

１０日 中島さん ２６日 渡邊（敏）さん

１１日 富田さん ２９日 元田さん

12日 石坂（正）さん ２日 大村さん

12日 久保さん ３日 坂崎さん

１４日 佐藤さん １７日 岩永さん

１６日 緒方（ム）さん ２４日 池田（勝）さん

２２日 濱崎さん ２４日 原田（塚）さん

２５日 福山さん ５月 ３日 秋吉さん

３１日 杉本さん ８日 原田（忠）さん

２日 緒方（マ）さん １２日 久我さん

７日 隈本さん

１６日 池田（ナ）さん

１６日 西川さん

25日 園田（征）さん

６月

１月

２月

３月

４月


